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❶ 髙田明氏に感謝状を贈呈

2020年2月、河野学長が髙田氏へ感謝状を贈
呈しました。
同氏は長年本学の経営協議会委員として関わ
る中で、本学が実施する教育・研究・社会貢
献等への取組に共感され、これらの情報を新
聞記事広告という形で社会に向けて発信する
ために西遊基金に支援されました。
※「長崎新聞記事広告」：2020年4月～11月までの８回にわたり、プラネタリーヘルス（地球の健康）に
貢献する本学の取組みを掲載中。【長崎大学ホームページ http://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/paper/】

❷ 学長を囲む会を開催

2019年8月に長崎会場（120名）、12月に大村会場
（80名）で、日頃からの支援に対する感謝の意を
込めて、学長を囲む会を開催しました。
西遊基金に支援をいただいた卒業生や保護者、企
業・団体等の皆様、多数ご参加いただきありがと
うございました。

当日は、学長からの本学の現状報告に引き続き、
2020年4月に開設する「情報データ科学部」の概要
説明の後、学外からの参加者の皆様と本学役職員
の間で活発な情報交換が行われました。

なお、2020年3月に開催予定であった佐世保会場に
ついては、新型コロナウイルス感染症の関係で開
催を延期しておりますが、状況を見て開催する予
定です。
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❸ 困窮学生への経済支援を実施

2020年5月、困窮学生を１人も退学させないという学長の強いリーダーシップの下、新型
コロナウイルス感染症拡大の影響により、アルバイト収入激減等で生活が困窮している
学生を対象に、１人当たり１か月３万円を２か月間支給することを決定しました。
予算規模は６千万円を予定しており、西遊基金による３千万円と今回新たに学長が教職
員全員に３千万円を目標に寄附を呼び掛けました。

❹ 瓊林会から西遊基金へ300万円寄附

2020年6月、経済学部の同窓会である「公益社団
法人 瓊林会」から新型コロナウイス感染症拡
大の影響によりアルバイト収入等が激減し、生
活が困窮している学生の支援のために、西遊基
金に寄附金300万円の目録の贈呈が行われまし
た。
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❺ 西遊基金の現状

西遊基金の累計寄附受入状況は、135,130,682円となります。（2020.3末現在：入金ベース）
支援をいただいた皆様には、心から感謝申し上げます。

➏ 留学生支援事業

（単位：円）

区分 基金設立（H28.12～）からの累計
件数 割合 金額 割合

教職員 1,067 18.5% 13,365,031 9.9%

卒業生 768 13.3% 32,363,000 23.9%

名誉教授 42 0.7% 2,235,784 1.7%

退職者 29 0.5% 956,000 0.7%

校友会（保護者） 1,452 25.1% 14,492,000 10.7%

一般 70 1.2% 2,917,000 2.2%

企業・法人 313 5.4% 46,137,921 34.1%
全学共通（オーバーヘッド） 2,034 35.2% 22,663,946 16.8%

合計 5,775 135,130,682

❼

西遊基金では、令和元年度から留学生支援事業を開始しています。
主な支援内容は、①各種保険加入事業、②交流補助事業となります。
①各種保険加入事業では、民間宿舎への入居希望者約250人及び本学の留学生宿舎への
入居希望者200人に対し、保険加入補助や賠償責任・火災保険加入補助を行い、留学生
が安心して生活できるように支援しています。
②交流補助事業では、国際学生交流会、外国人留学生交流の集い、長崎平和大学、料理
交流会等の参加費、保険料、材料費等の支援を行い、留学生同士や日本人学生、関係団
体等との交流により親睦を深め、有意義な時間を過ごせるように支援しています。

西遊サポーター募集

基金の安定的確保を図るため、毎年度一定額をご支援いただく「西遊サポーター制度」
を設けていますので、ご協力をお願いいたします。
振り込み時に「払込取扱票」にチェク等をお願いします！
【参考：西遊サポーター芳名録 https://www.nukikin.jimu.nagasaki-u.ac.jp/list/】
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料理交流会の様子：日本の料理を作って交流を深めました。
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